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1．はじめに

　平成 29 年３月告示の新学習指導要領では，目標において各教科等の特質に応じた物事を捉える

視点や考え方（見方・考え方）を働かせて目標に示す資質・能力の育成を目指すことが示された。

また，授業改善の視点としては，主体的・対話的で深い学びがキーワードとなっている。さらに，

小学校学習指導要領解説算数編（2017）では，算数科の学習における「数学的な見方・考え方」に

ついては「事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，根拠を基に筋道立てて考え、

統合的・発展的に考えること」であると述べられており，算数科における深い学びを実現する上では，

「統合的・発展的に考えること」が深く関係していると考える。

　昨年度までの３年間，「数学的な考え方を生かし，根拠を明確にしながら他とのかかわりの中で主

体的に問題を解決することができる子供の育成」というサブテーマの下，研究・実践に取り組んで

きた。その中で子供たちは，「思考スキル」を活用し多様な考えを比較したり関連付けたりすることで，

数学的な考え方を生かしながら問題を解決することができるようになってきた。一方で，多様な考

えを生かしたり，一般化を図ったりして問題をよりよく解決しようとすることやこれまで学習して

きた知識を構造化して概念を形成することが十分ではない子供たちがいることが分かった。そこで，

「統合的・発展的に考える力」を育むことで，主体的・対話的で深い学びを実現し，子供たちがより

よく問題を解決したり，概念形成したりすることができると考え研究を進めることにした。

2．研究の方向

　本研究では，主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業改善の中で，特に「深い学び」の視

点における手立てを図ることで「統合的・発展的に考える力」を育むことにした。算数科における

深い学びについて，中央教育審議会（答申）において「既習の数学に関わる事象や，日常生活・社

会に関わる事象について，数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，新しい概念を形

成したり，よりよい方法を見いだしたりするなど，新たな知識・技能を身に付け，知識の構造や思

考，態度が変容する学び」と示されている。知識の構造や思考，態度が変容するためには，「統合的・

発展的に考える」ことが深く結び付いていると考えられる。そこで，「統合的・発展的に考える力」

を明確にし，「深い学び」を実現する算数科学習の創造に取り組むことにした。

報 告Bulletin of the Educational Research and Development, Faculty of Education, Kagoshima University
2018, Vol.27, 557-566

統合的・発展的に考える力を育む算数科学習の創造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　山　乃　輔［鹿 児 島 市 立 田 上 小 学 校］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福　富　　　健［鹿 児 島 市 立 田 上 小 学 校］

Creating mathematics experiences to foster the ability for thinking comprehensively and expansively
OHYAMA Daisuke・FUKUTOMI Takeru

キーワード：統合的、発展的、主体的・対話的で深い学び、算数科



−558−

鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要　第27巻（2018）

3．研究内容

3.1「統合的・発展的に考える力」

　算数科学習要領解説算数編（2017）において，「統合的に考察すること」と「発展的に考察すること」

について次のように示されている。

　さらに，発展的に考察を深める場面では，統合的に考えることが重要な役割を果たしていると述

べられていることから，統合的に考える力について整理し育むことで，発展的に考える力を育むこ

とへとつながると考える。「統合的に考察すること」については，算数科学習要領解説算数編（2017）

において，①集合から捉える。②拡張して捉える。③補完して捉える。の三つの例が挙げられている。

また，類似している先行研究として中島（2015）では，統合についての捉えについて次のように述

べられている。

　上記の捉えを基に本研究は進めることにする。

3.2　算数科における主体的・対話的で深い学び　　　　　　　

　主体的・対話的で深い学びの三つの視点は，子供の学びの過程においては一体として実現される

ものであり，それぞれ相互に影響し合うものであるが，授業改善においては，それぞれ固有の視点

として考えその手立てを図ることにした。

3.2.1　主体的な学びの視点

⑴　課題の内容と提示の仕方の工夫

　主体的な学びを創り出すためには，課題の内容の工夫が必要である。課題の内容を工夫して，問

題意識や見通しをもたせ，学習の目的を明確にもって問題解決を図ることができるからである。

表１　課題設定の視点

　また，課題の提示の仕方も大切である。提示の仕方を工夫することで，それまで見えていなかっ
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た問題に気付いたり，解決の見通しをもったりして問題解決を図ることができるからである。そこ

で，全体または一部を見せたり，瞬間的に見せたり，情報過多または情報不足にして見せたりする

など，提示の仕方を工夫した。

⑵　振り返る活動の充実

　主体的な学びを実現するためには，学習したことを振り返る

ことも大切である。そうすることで，学んだことを自分なりに

整理し，考えを再構築したり，次時への新たな問題意識をもつ

ことで持続的な学習意欲を育成することにつながったりするか

らである。振り返る視点は，①学習内容，②学習活動（学び合

い，学び方），③次時への意欲や見通しの三つにした。

3.2.2　対話的な学びの視点

⑴　多様な考えを「共有化・吟味」する際の視点の明確化

　問題を解決する際に出される多様な考えを「共有化・吟味」し，よりよく問題解決を図ることが

大切である。そうすることで，考えや表現を数学的に洗練しながらより客観的で合理的な考えに高

め合う深い学びが生まれ，その中で数学的活動の楽しさや数学のよさを味わって「学びに向かう力」

を育むことができるからである。

　そこで，これまでの研究に引き続き，多様な考えを「共有化・吟味」する視点を表２のように捉え，

教師の働き掛けを工夫したり，考えをつなぐ子供の言葉に着目したりして，対話的な学びの実現を

図った。

表２「共有化・吟味」の視点と教師の働き掛けや着目する考えをつなぐ言葉

3.2.3　深い学びの視点

⑴　学びの様相に応じたプロセス

　算数科は習得させたい知識や技能がはっきりしているという教科の特性があり，分かることやで

きることがねらいの中心となり，問題解決的な学習を展開するものの，思考力・判断力・表現力や

学習意欲を育むという点では課題が指摘されてきた。知識や技能は，本来子供が主体的に問題を解
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決する中で，数学的な見方・考え方を働かせ，数理的

な処理のよさを味わい，生きて働く力として身に付け

ていくものである。そのような学びのプロセスは，一

方向に固定化して展開するものではなく，「今日は，

これを解決したいな。」「どうすれば解決できそうか

な。」というような子供の学びに対する思いが基になっ

て柔軟に展開されることで，創り出されていくと考え

られる。

　以上のことを踏まえ，算数科において「問題の理解」

「解決の計画」「計画の実行」「結果の検討」などの問

題解決のプロセスを「段階」として一方向に考えるの

ではなく，子供の学びの「様相」として捉えることに

した。

⑵　２つの問題解決のサイクルを踏まえた数学的活動の設定

　算数科における主体的・対話的で深い学びを実現す

る上で極めて重要になるのが，小学校学習指導要領解

説算数編（2017）で示された２つの学習過程のサイク

ルである（図２）。今回の改訂では，「数学としての学

びに関連するサイクル」が強調して提示された。この

ことは，抽象化や一般化を図るために「統合的・発展

的に考える」ことが重要である考えられる。そこで，

このサイクルに関わる数学的活動を充実させることで，

算数科における深い学びの実現につながると考え，課

題提示の工夫と併せて授業改善を進めた。

⑶　統合的に考える

　統合的に考えることについては，3．1 で述べた，○a 集合による統合，○b 拡張による統合，○c 補完

による統合の３つが大きく考えられる。特に○a や○b による統合の場合が小学校段階においては多い。

子供たちが，統合的に考えるためには，共通点に目が向く必要がある。そのために，これまでの本

校における研究を整理すると以下のようになる。
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4．研究の実際

4.1　授業実践例１

⑴　題材名 １年　たしざん（１）

⑵　目　標　式から合併と増加の具体的な場面を想像し，絵や文に表して説明している。

⑶　評価規準

⑷　指導計画（総時数１２時間）　　　　　○重点化する「全ての学習の基盤となる資質・能力」

⑸　実　際（７／１２）

①　主体的・対話的で深い学びを実現する手立て

　主体的な学びの視点として「つかむ・見通す」

過程では，オープンアプローチの問題を提示する

ことで，本時の問題作りへの意欲を高めることが

できるようにした。　　　　　　　　　　　　　

　また，エラーモデルを提示することで，問題作

りをするためには，条件を表す文と問いを表す文

が必要であることを明確にし，加法の問題の構造

化を図り，共有化することにした。

　対話的な学びの視点として「磨き合う」過程においては，自分たちが作った問題を分類整理する

活動を行った。分類整理する活動を通して，ブロックの操作の違いと文を対応させることで，合併

と増加の問題を構造的に捉えることにした。そのために「がっちゃん（合併）とくるがっちゃん（増加）

の違うところはどこかな。」と発問することで，子供同士の対話を生むきっかけを作るようにした。

また，板書を二項対立が図りやすいように構図化することで，比較しやすくした。
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　深い学びの視点として「磨き合う」過程では，操作として異なる２つの問題を「全体を求める」

という部分に着目することで，たし算を統合的に捉えることにした。「同じところは，どこかな。」

と問いかけることで，たし算の意味を問い直し，合併と増加を統合的に捉えることにつながった。

　式とブロックだけではなく，矢印や言葉によって子供たちの気付きを板書することで，同じもの

に目が向くことができた。したがって，一年生段階の子供にとっては，同じを見付けて統合的に考

えるためには，多様な表現様式を用いる必要があることが分かった。

⑹　考　察

　子供たちにとって，合併と増加を操作の違いとして捉えることはあまり難しいことではない。こ

れは，それまでの学習において，ブロック操作を基に課題を解決してきているためであると言える。

一方，同じに気付くためには，たし算の意味を理解することが重要になってくる。この期の子供た

ちは，インフォーマルな知識としてたし算の結果を知っているため，意味理解に必要性を感じてい

ない場合がある。したがって，合併と増加の統合的に見ることを通して，たし算が部分と部分を合

わせて全体を求めていることを再認識させることが有用であると思われる。

　今後も操作的表現や記号的表現等を媒介として同じを見付け統合的に考える力を育成していきた

い。
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4．2　授業実践例２

⑴　題材名  ３年　わり算

⑵　目　標　

　除数が１位数の除法について，数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考え，除法の意

味について理解し，除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできるようにするとともに，

除法のよさに気付き，生活や学習に活用しようとすることができるようにする。

⑶　評価規準

⑷　指導計画（総時数１１時間）　　　　○重点化する「全ての学習の基盤となる資質・能力」

　本題材では，具体的な除法の場面を取り上げ，具体物を用いた活動を通して等分除や包含除

の意味を理解していく過程を大切にした。その際に，累減として捉えると等分除も包含除も同

じ仕方で分けることができることや，基準量，比較量，割合の関係から除法と乗法に共通点が

あることに着目できるようにすることで，等分除と包含除を統合的に捉えることができるよう

にした。
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　具体的には，まず，同じ数ずつ分けられる場面と分けられない場面を取り上げ，分け方を比

べる活動を通して，等分の意味を理解することができるようにした。そして，ある数量を等分

したときにできる一つ分の大きさを求める場面を取り上げ，具体物を１つずつ順に繰り返し分

ける操作や乗法との関連について考える活動を通して，等分除の意味や式の表し方，計算の仕

方を理解することができるようにした。次に，ある数量がもう一方の数量の幾つ分であるかを

求める場面を取り上げ，まとまりごとに分ける操作を通して，包含除の意味や式の表し方，計

算の仕方を理解することができるようにした。さらに，除法の式を具体的な場面に表し，具体物，

図，数，式などを用いてその意味を考える活動を通して，被除数と除数，商の関係に着目して，

除法と乗法，減法との関係を考え，等分除と包含除を除法として統合して考えることができる

ようにした。なお，この統合は，等分除と包含除という異なったものとして捉えていたものを，

分け方や被除数と除数，商の関係に着目して共通点を見いだし，一つのものにまとめる「○ａ集

合による統合」として捉え実践した。

 ⑸　実　際（６／１１）

ア　目　標

　被除数と除数，商の関係に着目して，除法で表された式の意味を考え，具体物，図，数，

式などを用いてその意味を表す活動を通して，除法と乗法，減法の関係を考え，等分除と包

含除を除法として統合して考えることができるようにする。

イ　評価規準

　　除法と乗法の関係を考え，等分除と包含除を除法として統合して考えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考・判断・表現】

ウ　主体的・対話的で深い学びを実現する手立て

( ｱ )   主体的な学びの視点

　前時までに作った同じ６÷２の式で表せる等分

除の問題と包含除の問題を取り上げることで，問

題と式が１対１対応してきたそれまでの学びとの

ずれに気付き，問いを創出して主体的に問題を解

決しようとすることができるようにした。また，

２種類の問題を解いて，作った問題の正誤を確か

める場を設けることで，２種類の問題の共通点や

相違点についての問いを明確にし，学習問題を焦

点化できるようにした。さらに，自力で解決を試

行したり，見通しをもち直したりする場を子供の

学びの様相に応じて往還しながら柔軟に展開する

ことで，問題意識や見通しをもって主体的に問題

を解決することができるようにした。
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 ( ｲ )　対話的な学びの視点

　具体物や図，数，式などの自分なりの表現方法を用いて解決を試行し，それを解釈し合

う場を設けることで，考えを論理的に説明し合い相互に関係付けて考えたり，よりよい表

現を求めたりすることができるようにした。

 ( ｳ )　深い学びの視点

　算数の学習場面から見いだした算数の問題を，図，数，式などを用いて解決する活動を通

して，等分除と包含除は，どちらも除数のまとまりで分けていることに気付くことができる

ようにした。具体的には，２つの除法を表した図的表現に着目し，その中に表れたどちらも

同じ数ずつ累減している点から，共通性を見出すことができるようにした。そして，それを

基に式と意味とを対応させながら，求めているものは異なるが全体から分けている演算とし

て式は同じになることに気付き，２つの除法を統合して捉えることができるようにした。

⑹　考察

　本実践では，被除数と除数，商の関係や操作の共通点に着目しながら，等分除と包含除という

はじめは異なるものとして捉えていた二つの概念を除法として統合して考えることができるよう

にすることをねらった。題材を通して，具体物や図を使った操作や，式に表現して意味を考え関

係付ける数学的活動を意図的・計画的に位置付けて展開したことで，子供が除法を統合的・発展

的に考え，概念を形成しようとする深い学びの姿が見られたことは成果であった。しかし，目的

意識や見通しを明確にもって主体的に学びを深めることができていない子供もいた。これは，子

供に統合するという学びについての目的意識をもたせたり，相違点と共通点を見いだし，関係付

けて考えようとする見通しをもたせたりする点について，課題があったと考える。今後は，比較し，

統合的・発展的に考えるという深い学びに迫るために，系統的に何を指導するのか，どのように

見通しをもち，思考を可視化しながら問題を解決できるようにするのかという点について，実践

を通して明らかにしていきたい。
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6．成果と課題

6.1　成果

○　課題の内容や提示の仕方，振り返る活動，多様な考えを「共有化・吟味」する際の視点の明

確化，学びの様相に応じたプロセス，２つの問題解決のサイクルを踏まえた数学的活動の設定

などの手立ての工夫・充実を図ってきたことで，事象を数理的に捉えて問題をよりよく解決し，

働かせた数学的な見方・考え方のよさに気付いて，生活や学習に生かそうとする姿が見られた。

○　子供が，統合的・発展的に考えることができるように意図的・計画的に授業を構想することで，

学年の発達段階に応じて子供自ら統合的・発展的に考える姿が見られるようになってきた。

6.2　課題

○　学級全体としては，統合的・発展的に考えようとするようになってきたが，個人においては，

不十分なところがあり，今後も継続的に指導していく必要がある。

○　２つのサイクルの視点から数学的活動を意図的に位置付け，課題の内容や提示の仕方を工夫

することで主体的・対話的で深い学びを目指したが，ねらいや実態に合わず，数学のよさや楽

しさを十分に味わわせることができないことがあった。

付記

　本研究は，鹿児島大学教育学部代用附属鹿児島市立田上小学校平成２９年度研究紀要で発表した

研究内容等に基づき，研究の成果をまとめたものである。

【参考文献】

○　文部科学省初等中等教育局（2017）「中学校学習指導要領案」

○　中央教育審議会（2016）「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について」（答申）

○　筑波大学附属小学校算数研究部（2017）「算数授業研究 VOL．109 論究Ⅹ」．東洋館出版社

○　全国算数授業研究会（2016）「算数授業アクティブ化ハンドブック」．東洋館出版社

○　中島健三（2015）「算数・数学教育と数学的な考え方」．東洋館出版社

○　筑波大学附属小学校算数研究部（2014）「算数授業研究 VOL．95 論究Ⅶ」．東洋館出版社

○　片桐重男（2004）「数学的な考え方の具体化と指導」．明治図書

○　G．Polya （1975）「いかにして問題をとくか」．丸善




